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せんだんけんだつ ば へきじゃ え
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【本文】

岡倉天心「鎌倉時代の絵画 12世紀」

‘A PAINTING OF THE KAMAKURA EPOCH TWELFTH CENTURY’



【解説】

第４巻では、京都の貴族支配から、源平の争乱を経て、東

国の武家政権が樹立され鎌倉時代の文化が成立することが語

られる。親鸞や日蓮の新しい仏教が生まれ、美術も、平安時

代の神経の細い藤原貴族とは異なる質実剛健の新時代になる

ことが説明される。掲載の図は、現在国宝に指定されている

「辟邪絵」５幅の内の１図。

【本文の部分訳】

「この時代の画家は、因果応報の場面をえがくことを好んだ

ようである。信実筆(1)と伝える北野天神縁起絵巻(2)はこの

様式の一例であり、図版に掲げた光長(12世紀末)筆(3)と伝え

られる地獄草紙(4)も、同じ気風を示している。乾闥婆(ガン

ダルヴァ)(5)鬼神が罪障や色欲を象徴するもろもろの獣の頭

をまさに切り落とし、なおも槍で突き刺そうとしているその

表現は 前代と大きな対照をなしている(6) 金子重隆訳 岡、 。」（ 『

倉天心全集』第２巻より）

(1) 藤原信実(のぶざね：1176?-1265?)。鎌倉時代の画家、

歌人。画家の家系で、似絵(にせえ)という肖像画を得意

とした。確証のある作例は少ないが 「随身庭騎(ずいじ、

んていき)絵巻」(大倉集古館蔵)の一部は彼の筆と考えら

れている。

(2) 京都にある北野天満宮に伝わる鎌倉時代の絵巻物。菅

原道真の生涯とその死後の怨霊(おんりょう)による災い

を描く。現在筆者は不詳とされている。

(3) 光長は、12世紀後半の画家で、生没年不詳。常盤姓、

土佐姓で呼ばれている。

(4) 前世の悪行の報いで、地獄で責苦を受ける人々を描い

た作品。12世紀後半の源平の動乱を背景に描かれたもの

と考えられている。東京国立博物館蔵のものなどいくつ



かの遺品が残されている。

(5) 栴檀乾闥婆(せんだんけんだつば)。辟邪神(へきじゃし

ん)と言って、中国で、邪(じゃ：病気やよくないこと)を

辟(さ)けるものとして信仰されている神々のひとつ。乾

闥婆は、童子を十五悪神から守護する神。

(6) 12世紀前半の作例「源氏物語絵巻」(徳川美術館他蔵)

など、貴族が愛好した物語絵などを念頭において対比し

ているものと考えられる。

＊ 掲載図を含めて、ここに名前があがっている作品の作

、 。 、者は 現在ではみな不詳となっている 天心の時代には

伝承をある程度重視していたため作者の名をあげている

が、あくまでも「伝えられている」という表現を用いて

いる点は注目すべきである。



【実作品の情報】

「栴檀乾闥婆 辟邪絵」
せんだんけんだつ ば へきじゃ え

紙本着色、辟邪絵５幅の内

12世紀 25.8×77.2㎝ 国宝

奈良国立博物館蔵

12世紀後半、後白河法皇(1127-1192)の頃制作された地獄草紙
など六道絵(＊)とともに描かれたと考えられている作品。地

、 、獄草紙が悪行の報いで苦しむ人々を描くのに対し 辟邪絵は
人々に苦しみをもたらす悪神を退治する神の姿を描く。乾闥
婆は、童子を十五悪神から守護する神。

、 、 、＊ 六道絵(ろくどうえ)：衆生が善悪の業により 地獄 餓鬼
畜生、修羅、人道、天道を輪廻(りんね)するという思想に
もとづく絵画。
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